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１．概要（Summary） 

 農業生産物の生産性の向上や高品質果実の安定生

産には,適切な時期に,適量の水やり,施肥等を行なう

必要がある.本研究では,植物内の栄養分の伝達経路で

ある師管内の流速(流量),流れの向き,維管束(道管と 

師管)の位置情報の取得を狙いに,新規な超小型師管モ

リタリングセンサの研究を進めている.本支援機関の

公開支援装置群を用いることで,そのセンサのプロト

タイプを製作するとともに,このセンサを用いて,微小

流速(20μm/s)の測定が可能なことを明らかにした. 

 

２．実験（Experimental） 

 本研究では,SOI 基板上に,まず温度センサ,並びにマ

イクロヒータとして使用する pn 接合ダイオードを熱

拡散炉を用いて形成した.更に,真空蒸着装置(ULVAC

社製 VPC-1100)を用いて,電気抵抗測定用電極,及び

配線構造を作製した.その後,イオンシャワー（エリオ

ニクス社製 EIS-200ER）によるドライエッチングと

フッ酸等によるウエットエッチングを用いて,カンチ

レバー状のマイクロプローブを形成した.尚,全ての工

程におけるレジストパターニングには,片面マスクア

ライナ(ミカサ社製 MA-10）を使用した. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.1 に,本研究で提案した超小型師管流モニタリン

グセンサの概略構成とプローブ上に形成したセンサ

部の SEM 写真を示す.提案した師管流センサは,チッ

プ上に,5 本のマイクロプローブが形成されており,そ

れぞれのプローブを組み合わせることで,図中に示す

ように,①流速センサ, ②流れ方向検知センサ,③維管

束の位置情報取得センサの役割を果たす.製作したセ

ンサの単体での特性として,マイクロヒータは,室温か

ら大凡必要となる 50～60℃までの昇温が可能なこと,

更に温度センサの感度は,5.3mV/℃であることを確

認した.次に,擬似植物実験系(直径1mmのマイクロチ

ュ－ブ内にマイクロシリンジポンプを用いて送液)用

いて流速測定実験を行った結果,微小流速(20μm/s)の

測定が可能であることを明らかにした. 

 

 

Fig.1 Schmatic diagram of proposed sensor and 

SEM photograph of fabricated sensor 
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